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使
っ
て
い
た
。「
新
京
」
と
「
長
春
」、「
奉
天
」
と
「
瀋
陽
」
な
ど
も
、
こ
れ
と
似
た
よ
う
な
経
緯
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
広
域
に
つ
い

て
、
た
と
え
ば
「
満
洲
」
と
「
東
三
省
」、「
蒙
疆
」
と
「
西
北
地
方
」、「
北
支
」
と
「
華
北
地
方
」、「
中
支
」
と
「
華
中
、
華
東
地

方
」、「
南
支
」
と
「
華
南
地
方
」
な
ど
、
日
中
間
で
は
呼
称
が
異
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
が
指
示
す
る
範
囲
に
も
ず
れ
が
あ
る
。

中
国
人
で
あ
る
筆
者
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
す
べ
て
中
国
側
の
呼
称
を
使
用
す
る
進
め
方
は
考
え
ら
れ
る
。
し
か

し
、
日
本
語
で
執
筆
し
た
本
書
は
ま
ず
日
本
人
を
読
者
と
し
て
想
定
し
て
い
る
。
中
国
側
の
固
有
名
詞
の
多
用
で
理
解
を
妨
げ
、
或
い

は
固
有
名
詞
に
つ
い
て
説
明
す
る
た
め
に
文
章
を
冗
長
に
し
て
し
ま
う
こ
と
は
避
け
た
い
。
そ
の
意
味
で
本
書
で
は
一
部
の
用
語
に
つ

い
て
あ
え
て
日
本
人
が
馴
染
み
や
す
い
も
の
を
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
こ
と
に
し
た
。

２　

本
書
の
構
成

第
１
章
で
は
、
日
本
の
民
俗
学
の
確
立
過
程
と
初
期
の
活
動
を
辿
り
、
民
俗
学
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
中
国
関
係
記
事
を
整
理
す
る
。

前
者
に
関
し
て
、「
一
国
民
俗
学
」
の
論
理
の
創
出
、
木
曜
会
の
形
成
と
そ
の
意
味
、
民
間
伝
承
の
会
と
『
民
間
伝
承
』
に
現
れ
る

組
織
の
特
色
、
山
村
・
海
村
調
査
と
語
彙
集
の
編
集
に
み
る
民
俗
学
研
究
法
の
特
徴
な
ど
を
中
心
に
論
じ
る
。
後
者
に
関
し
て
、
主
と

し
て
『
旅
と
伝
説
』
と
『
民
間
伝
承
』
を
材
料
に
、
日
本
民
俗
学
に
お
け
る
「
中
国
の
不
在
」
を
論
じ
、
そ
れ
が
一
九
三
九
年
を
境
に

し
て
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

第
２
章
で
は
、
民
俗
学
者
太
田
陸
郎
（
一
八
九
六

〜

一
九
四
二
年
）
を
取
り
上
げ
る
。
太
田
は
ま
ず
兵
庫
県
下
で
郷
土
史
の
解
明
に

努
め
、
一
九
三
〇
年
代
半
ば
か
ら
日
本
民
俗
学
の
体
系
化
に
積
極
的
に
参
与
し
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
一
九
三
八
年
夏
、
彼
は

軍
人
と
し
て
中
国
に
赴
き
、
そ
の
後
軍
務
の
傍
ら
、
揚
子
江
中
流
域
の
民
俗
学
的
研
究
を
行
っ
た
が
、
一
九
四
二
年
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か

ら
の
帰
国
途
中
、
飛
行
機
の
事
故
で
亡
く
な
っ
た
。

本
章
で
は
太
田
の
日
本
及
び
揚
子
江
流
域
で
の
活
動
を
辿
り
、
彼
が
日
本
研
究
の
延
長
線
上
に
中
国
研
究
を
位
置
づ
け
、
そ
こ
に
強



15　序章　主題と構成

い
文
化
史
的
関
心
が
見
ら
れ
る
と
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
国
内
学
界
と
の
密
接
な
交
流
を
通
し
て
、
日
本
の
民
俗
学
が
中
国
を
対
象
と
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
日
本
民
俗
学
界
に
与
え
た
存
在
と
し
て
、
太
田
の
役
割
が
大
き
い
と
指
摘
す
る
。

第
３
章
で
は
、
民
俗
学
者
大
間
知
篤
三
（
一
九
〇
〇

〜

一
九
七
〇
年
）
を
取
り
上
げ
る
。
大
間
知
は
東
京
帝
国
大
学
新
人
会
の
成
員

で
あ
っ
た
が
、
柳
田
門
下
の
木
曜
会
の
初
期
成
員
と
な
り
、
日
本
民
俗
学
の
組
織
化
に
貢
献
す
る
。
一
九
三
九
年
二
月
か
ら
建
国
大
学

に
赴
き
、
精
力
的
な
調
査
研
究
活
動
を
展
開
し
た
。
戦
後
日
本
に
戻
り
、
民
俗
学
研
究
所
、『
民
間
伝
承
』
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加

し
、
社
会
学
的
な
手
法
に
よ
っ
て
家
族
・
婚
姻
制
度
の
研
究
に
お
い
て
業
績
を
あ
げ
た
。

本
章
は
主
と
し
て
大
間
知
の
日
本
及
び
中
国
東
北
地
方
で
の
活
動
を
追
跡
し
、
多
民
族
的
環
境
の
も
と
で
、
彼
は
理
論
的
に
民
俗
学

が
民
族
学
に
包
含
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
認
識
を
獲
得
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
そ
し
て
満
洲
族
、
ダ
ウ
ー
ル
族
を
中
心
と
し
た
民

族
調
査
研
究
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
こ
に
見
ら
れ
る
強
い
政
治
的
傾
向
を
指
摘
す
る
。

第
４
章
で
は
、
太
田
や
大
間
知
と
比
べ
て
若
い
世
代
の
民
俗
学
者
直
江
広
治
（
一
九
一
七

〜

一
九
九
四
年
）
を
取
り
上
げ
る
。
直
江

広
治
は
東
京
文
理
科
大
学
東
洋
史
科
在
学
中
か
ら
、
木
曜
会
に
顔
を
出
す
。
一
九
四
一
年
日
本
人
学
校
の
教
師
と
し
て
北
京
に
赴
任

し
、
後
、
講
師
と
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
北
京
輔
仁
大
学
に
籍
を
お
く
。
戦
後
帰
国
し
、
民
俗
学
研
究
所
の
運
営
に
携
わ
り
東
京
教
育

大
学
、
筑
波
大
学
の
教
育
活
動
で
民
俗
学
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
化
に
深
く
関
わ
り
、
比
較
民
俗
学
を
提
唱
す
る
。

本
章
は
、
彼
の
日
本
及
び
北
京
を
中
心
と
し
た
調
査
、
教
育
活
動
な
ど
を
整
理
し
、
彼
に
は
最
初
か
ら
中
国
と
民
俗
学
と
い
う
二
つ

の
関
心
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
し
て
北
京
時
代
に
お
い
て
彼
は
中
国
の
理
解
に
努
め
、
中
国
に
お
け
る
日
本
民
俗
学
の
普
及
の

た
め
に
積
極
的
に
活
動
し
た
こ
と
を
描
き
出
す
。

個
々
の
研
究
者
に
即
し
た
議
論
を
踏
ま
え
て
、
第
５
章
で
は
日
本
民
俗
学
の
組
織
的
な
活
動
と
し
て
「
柳
田
国
男
先
生
古
稀
記
念

会
」
を
取
り
上
げ
る
。
当
記
念
会
は
柳
田
国
男
の
古
稀
を
記
念
す
べ
く
一
九
四
三
年
秋
か
ら
準
備
が
進
め
ら
れ
、
一
九
四
四
年
一
月
か

ら
、
①
九
地
方
協
議
会
地
区
を
単
位
と
し
た
民
俗
学
地
方
大
会
の
開
催
、
②
北
京
、
新
京
、
台
北
、
京
城
、
張
家
口
等
に
お
け
る
国
外

民
俗
学
大
会
の
開
催
、
③
国
外
を
含
む
民
俗
学
内
外
の
学
者
や
有
名
人
士
に
よ
る
記
念
論
文
集
の
刊
行
、
④
雑
誌
『
民
間
伝
承
』
で
の
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特
集
号
一
年
間
連
続
発
行
、
な
ど
の
内
容
が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
敗
戦
で
一
部
し
か
実
行
で
き
な
か
っ
た
。

本
章
で
は
発
案
か
ら
中
止
ま
で
の
経
緯
を
明
ら
か
に
し
、
当
事
業
を
、
戦
時
下
に
お
い
て
国
外
で
活
躍
し
た
民
俗
学
者
の
活
動
や
そ

の
人
脈
、
そ
し
て
国
内
に
お
け
る
木
曜
会
有
力
メ
ン
バ
ー
の
推
進
と
指
導
者
柳
田
の
積
極
性
の
増
大
な
ど
を
背
景
に
、
民
俗
学
の
東
ア

ジ
ア
規
模
の
統
合
と
再
編
成
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
と
位
置
づ
け
、
こ
の
構
想
の
組
織
面
及
び
理
論
面
の
特
色
を
検
討
す
る
。

終
章
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
を
通
し
て
戦
時
下
の
日
本
民
俗
学
と
中
国
と
の
関
わ
り
方
の
特
徴
を
総
括
し
、
初
期
の
日
本
民
俗
学

に
と
っ
て
こ
の
関
わ
り
は
如
何
な
る
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
か
を
考
察
す
る
。
そ
し
て
戦
後
の
日
本
民
俗
学
に
も
ふ
れ
、
学
史
の
回
顧

に
よ
っ
て
如
何
な
る
示
唆
が
得
ら
れ
る
の
か
を
考
え
て
み
る
。


